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主な内容

　号砲一発、勢いよく走りだした子どもたち。新春
恒例の大栄地区マラソン大会で、小学生未満の部
から一般の部まで分かれた選手たちは、それぞれ
のコースでゴールを目指し軽快に走り抜きました。
（1月20日・ナスパスタジアムで）

元気にスタート
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　放火は、出火原因の第1位を占めています。
住宅や事務所などの建物への放火だけでなく、
車両や敷地内の可燃物に放火され、火災になる
ケースも多くなっています。
　放火を防ぐためには、家の周りに燃えやすい
物を置かない、郵便ポストに郵便物をためない

など、一人一人の注意が重要です。
　また、放火は地域の治安にもかかわります。
地域の安全を守るため、地域住民が協力して「放
火されない、放火させない、放火されても被害
を大きくさせない」ということを基本に、放火
対策に取り組むことが必要です。
　皆さんも、自治会や町内会など地域ぐるみで、
放火されやすい状況などを把握し、対策を話し
合ってみてはいかがでしょうか。

し
ょ
う
。

住
宅
防
火
対
策
展
を

市
役
所
で
開
催

　
市
で
は
火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
て
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
住
宅
防
火

に
関
す
る
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
い
ろ
い
ろ
な
住
宅
用

防
災
用
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
3
月
1
日
㈮
〜
7
日
㈭ 

午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

会
場
＝
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

設
置
し
ま
し
た
か

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
全
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
発
生
に
い
ち
早
く
気
付
き
、

速
や
か
に
避
難
す
る
た
め
に
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
と
て
も
有
効

で
す
。
ま
た
、
住
宅
用
消
火
器
の
設
置

や
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
燃
え
に
く
い
素

　
春
は
冬
に
比
べ
て
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

火
の
取
り
扱
い
が
少
な
く
な
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
例
年
多
く
の
火
災
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
い
ま
一
度
気
持
ち
を
引

き
締
め
て
、
火
災
の
予
防
に
努
め
ま

材
に
変
え
る
こ
と
も
、
火
災
予
防
に
効

果
的
で
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
を

　
「
消
防
署
か
ら
来
た
」
と
言
わ
れ
、

消
火
器
・
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
高
額

な
値
段
で
売
り
付
け
ら
れ
る
と
い
っ
た

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
職
員
が
消
火
器
や
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
販
売
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
不
審
に
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
23
‐
1 

1
6
1
）へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

春
先
は
小
さ
な
火
が

大
き
な
山
火
事
に

　
冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、
例
年
、

山
火
事
が
多
く
な
り
ま
す
。
山
火
事
の

出
火
原
因
の
半
数
は
、
た
き
火
、
火
入

れ
、
た
ば
こ
の
火
の
不
始
末
に
よ
る
も

の
で
す
。

消
す
ま
で
は  

出
な
い
行
か
な
い  

離
れ
な
い

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
3
月
1
日
㈮
〜
7
日
㈭
に
行
わ
れ
ま
す
。
火
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
で
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
大
切
な
命
や
財
産
を
火
災
か

ら
守
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
、
あ
ら
た
め
て
火
災
の
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

出火原因の第1位は

　
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
て
枯
れ

草
や
落
ち
葉
な
ど
が
燃
え
や
す
く
な
り
、

強
風
が
発
生
す
る
こ
と
も
多
い
こ
と
か

ら
、
小
さ
な
火
で
も
燃
え
広
が
り
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。
屋
外
で
の
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
屋
外
で
火
を
使
う
と
き
に
は
、
気
象

状
況
を
確
認
し
、
周
囲
に
燃
え
や
す
い

物
が
な
い
か
注
意
す
る
と
と
も
に
、
近

く
に
消
火
用
の
水
を
用
意
し
て
、
火
か

ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
灰
や
吸
い
殻

は
、
携
帯
灰
皿
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

※
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
防
火
相
談

は
消
防
本
部
予
防
課
ま
た
は
最
寄
り

の
消
防
署
へ
。

消
防
本
部
予
防
課（
☎
20
‐
1
5
9
1
）

成
田
消
防
署　
　
（
☎
20
‐
1
5
9
4
）

飯
岡
分
署　
　
　
（
☎
36
‐
0
1
1
9
）

赤
坂
消
防
署　
　
（
☎
26
‐
3
2
1
0
）

公
津
分
署　
　
　
（
☎
29
‐
6
6
2
7
）

三
里
塚
消
防
署　
（
☎
35
‐
1
0
0
7
）

空
港
分
署　
　
　
（
☎
30
‐
1
1
8
7
）

大
栄
消
防
署　
　
（
☎
73
‐
4
1
4
1
）

下
総
分
署　
　
　
（
☎
96
‐
4
0
2
3
）

放火「
」
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一
票
に

一
票
に    

夢
の
せ

夢
の
せ    

　
　
　

　
　
　

    
意
志
の
せ

意
志
の
せ    

思
い
の
せ

思
い
の
せ

千
葉
県
知
事
選
挙
が
3
月
17
日
㈰
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
選
挙
は
わ
た
し
た

ち
の
代
表
を
選
ぶ
貴
重
な
機
会
で
す
。
積
極
的
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

は
、
同
日
ま
で
に
転
入
届
を
提
出
）、

引
き
続
き
千
葉
県
内
の
市
町
村
に
住

ん
で
い
る
人（
県
内
の
ほ
か
の
市
町

村
に
転
出
し
た
人
は
、
市
町
村
長
が

発
行
す
る
「
引
き
続
き
県
内
に
住
ん

で
い
る
こ
と
の
証
明
書
」
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
県
外
に
転
出
し
た
人

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
）

○
成
年
被
後
見
人
な
ど
、
欠
格
事
項
に

当
て
は
ま
ら
な
い
人

投
票
日
に
用
事
の
あ
る
人
は

期
日
前
投
票
を

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の

都
合
で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間
＝
3
月
1
日
㈮
〜
16
日
㈯

時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

会
場
＝
市
役
所
4
階
期
日
前
投
票
所
、

保
健
福
祉
館
下
総
分
館（
下
総
支
所
）

1
階
期
日
前
投
票
所
、
大
栄
支
所
1

市
内
で
投
票
で
き
る
人
は

○
日
本
国
民
で
平
成
5
年
3
月
18
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

○
平
成
24
年
11
月
27
日
ま
で
に
成
田
市

に
住
民
記
録
が
あ
り（
転
入
の
場
合

階
期
日
前
投
票
所

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
所
中
の
人
は
不
在
者
投
票
を

　
指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院（
入
所
）中
の
人
は
、
指
定
施
設
内
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

市
外
に
滞
在
中
の
人
は

不
在
者
投
票
を

　
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
市
外
に
滞
在
中

の
人
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
は

郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票
を

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
を
持
ち
、
障
が
い
の
程
度
が
一
定

の
要
件
に
当
て
は
ま
る
人
、
介
護
保
険

の
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要
介
護
5
」

で
あ
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
、
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

投
票
で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

○
両
下
肢
・
体
幹
ま
た
は
移
動
機
能
の

障
が
い
が
1
級
ま
た
は
2
級
の
人

○
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ

う
・
直
腸
ま
た
は
小
腸
の
障
が
い
が

1
級
ま
た
は
3
級
の
人

○
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
1
〜
3
級

の
人

○
両
下
肢
な
ど
の
障
が
い
が
右
記
の
程

度
に
当
て
は
ま
る
こ
と
に
つ
い
て
知

事
が
証
明
し
た
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

○
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
が
い
が
特

別
項
症
か
ら
第
2
項
症
ま
で
の
人

○
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ

う
・
直
腸
・
小
腸
ま
た
は
肝
臓
の
障

が
い
が
特
別
項
症
か
ら
第
3
項
症
ま

で
の
人

○
両
下
肢
な
ど
の
障
が
い
が
右
記
の
程

度
に
当
て
は
ま
る
こ
と
に
つ
い
て
知

事
が
証
明
し
た
人

③
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分
が

「
要
介
護
5
」
で
あ
る
人

申
請
の
手
続
き

　
申
請
は
選
挙
に
関
係
な
く
、
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
早
め
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
請
書（
申
請
者
本
人
の
署
名
が
必

要
）に
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
ま
た
は
介
護
保
険
の
被
保
険

者
証
を
添
え
て
市
選
挙
管
理
委
員
会

へ
申
請
し
ま
す（
申
請
手
続
き
は
代

理
の
人
で
可
）

②
後
日
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が
郵

便
な
ど
で
自
宅
に
送
付
さ
れ
ま
す

代
理
記
載
制
度

　
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
る
人
で
、
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
届
け
出
た
人
に
投
票
に
関
す
る
代

理
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
手
帳
に
「
上
肢
ま
た
は
視
覚
の

障
害
の
程
度
が
1
級
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
で
、

手
帳
に
「
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害

の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
2
項
症

ま
で
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

即
日
開
票
さ
れ
ま
す

　
開
票
は
、
投
票
日
当
日
の
午
後
9
時

15
分
か
ら
市
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
日
に
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt 

p://w
w
w
.city.narita.chiba.jp

）

で
も
、
投
票
・
開
票
の
速
報
を
掲
示
し

て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
22
‐
1
1
1
1 

内
線
3
1
5
2
） 

へ
。

千
葉
県
知
事
選
挙

投票日は

予定です
3月17日㈰の
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みんなで歩け歩け大会と御料牧場の歴史探索
皇室ゆかりの遠山を巡る

三里塚記念公園を
歩く参加者

キャラクターたちとの記念撮影

観光客をおもてなし
ぐるっとちば北総号で行く早春の旅

　千葉のおもてなし列車の「ぐるっとちば北総号で
行く早春の旅」が1月26日・27日、JR両国駅・銚子
駅間で運行され、乗客が北総地域の観光や名産品を
堪能しました。JR成田駅では、プラットホームでう
なりくんやJR東日本千葉支社のマスコットキャラク
ター駅長犬がお出迎え。参加者は列車を降りて、キャ
ラクターたちとの記念撮影を楽しみました。お土産
には、伊能歌舞伎米や観光パンフレットなどが渡さ
れ、参加者は笑顔で列車に乗り込み、次の停車駅に
向かいました。

　遠山地区体育協会設立30周年を記念し、「みんなで歩け歩け大会と御
料牧場の歴史探索」が1月27日に行われました。コースは、三里塚さく
らの丘を発着点とした約5キロメートルで、遠山地区の小学生から大人
まで67人が参加。途中の三里塚記念公園内の御料牧場記念館や防空壕

ごう

では、皇室にゆかりのある遠山地区の歴史を学びました。防空壕には初
めて入ったという参加者は、「近くに住んでいても来る機会がなかったの
で、見学できてよかった」と語っていました。

正しく理解し、温かく見守る
認知症サポーター養成講座

　認知症の症状や接し方について学ぶ「認知症サポー
ター養成講座」が1月24日、大栄公民館で開催され
ました。介護サービス事業所で長く施設長を務めた
経験豊富な講師が、認知症の人との接し方などを、
自身の経験を踏まえながら解説。講座終了後に授与
された、認知症サポーターの証しである「オレンジ
リング」を手に、受講生たちは「具体的な事例が多く
分かりやすかった」と話し、認知症に対する理解を
深めたようでした。

認知症について話し合う受講生たち認知症について話し合う受講生たち

御料牧場記念館で展示物の説明を聴く
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折り紙凧を作って、大空へ飛ばそう
天高く舞い上がれ

　子どもたちに伝統的なお正月の遊びを楽しんでもらお
うと「折り紙凧

たこ

を作って、大空へ飛ばそう」が1月26日、
子ども館で行われました。15センチメートル四方の折り
紙に数回折り目を入れ、たこ糸と3メートル以上の長さの
紙テープを付けるとたこが完成。早速子どもたちは、で

きあがったたこを中台運動公園で揚げました。この日は
穏やかな陽気で、風がやんでしまうときもありましたが、
たこは時折吹いてくる風にうまく乗って空に上っていき
ました。たこ糸を手に、元気に駆け回る子どもたちの歓
声が、公園のあちこちで上がっていました。

折り紙が小さなたこに変身僕が一番高くまで飛ばすぞ僕が一番高くまで飛ばすぞ 折り紙が小さなたこに変身

パトロールに出発する白バイの隊員たち

　警察や周辺自治体などが交通事故防止に向けた広
報活動を行う「新春交通安全出動式」が1月23日、中
台運動公園駐車場で行われました。警察車両20台が、
白バイの先導で市内のパトロールに出発し、路面の凍
結などで交通事故が発生しやすい季節の交通安全を
啓発しました。

事故の撲滅を願って
新春交通安全出動式

　下総の大菅地区にある大
おお

菅
すげ

向
むかい

台
だい

遺跡の発掘調査の
成果が展示されている「下総歴史民俗資料館企画展」
が、3月10日㈰まで同館で開催されています。大菅
向台遺跡からは、奈良・平安時代の竪穴式住居跡や、
中世の火葬土

ど

抗
こう

などが発見され、企画展では、中世
の屋敷跡や、そこから出土した茶臼や平わんなどが
パネルで展示されています。企画展最終日の3月10
日の午後1時30分からは、説明会も開催されます。

大菅向台遺跡発掘調査から
下総歴史民俗資料館企画展

興味深げに展示を見る来館者

5 広報なりた 2013.2.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です広報なりた 2013.2.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



　
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
、

2
月
18
日
㈪
〜
3
月
15
日
㈮
に
行
わ
れ

ま
す
。
申
告
会
場
は
3
月
に
な
る
と
大

変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

　
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
、

土
・
日
曜
日
を
除
く
2
月
18
日
㈪
〜
3

月
15
日
㈮
に
行
わ
れ
ま
す（
2
月
24
日

㈰
・
3
月
3
日
㈰
は
受
け
付
け
ま
す
）。

　
成
田
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
の
特

設
会
場
を
3
月
15
日
㈮
ま
で
イ
オ
ン

モ
ー
ル
成
田
2
階
の
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
に

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
受
付
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

で
す
。
混
雑
し
て
い
る
場
合
は
受
け
付

け
を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
期
間
中
、
成
田
税
務
署
内
で
は
確
定

申
告
書
の
作
成
の
受
け
付
け
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が
不
要
な
年
金
所
得
者
も

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計

が
4
0
0
万
円
以
下
で
、
そ
れ
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
、

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん

（
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確

定
申
告
書
の
提
出
は
で
き
ま
す
）。ま
た
、

こ
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
市
・

県
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
な
ど
の
提
出
・
納
期
限

○
所
得
税
・
贈
与
税
…
3
月
15
日
㈮

○
個
人
消
費
税
…
4
月
1
日
㈪

市
・
県
民
税
の
申
告

　
市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
2
月
18
日

㈪
か
ら
受
付
会
場
が
市
役
所
6
階
中
会

議
室
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
市
内
各

地（
上
表
）で
受
け
付
け
ま
す
。

　
会
場
で
は
所
得
税
の
確
定
申
告
も
受

け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
人
は
イ

オ
ン
モ
ー
ル
成
田
内
の
特
設
会
場
で
確

定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
分
離
課
税
と
な
る
譲
渡
所
得
・
配
当

所
得
な
ど
が
あ
る
人

○
山
林
所
得
・
退
職
所
得
が
あ
る
人

○
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
収
入
・
不

動
産
収
入
が
5
0
0
万
円
以
上
の
人

○
青
色
申
告
を
す
る
人

○
雑
損
控
除
を
受
け
る
人

○
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
初
め
て

受
け
る
人

○
準
確
定
申
告（
納
税
者
が
出
国
・
死

亡
し
た
場
合
の
申
告
）を
す
る
人

　
農
業
所
得
や
営
業
所
得
の
あ
る
人
は
、

収
支
内
訳
書
を
必
ず
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
昨
年
の
収
支
内
訳
書（
控

え
）が
あ
る
人
は
併
せ
て
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

e
‐
T
a
x
で
確
定
申
告

　
e
‐
T
a
x
を
利
用
し
て
、
確
定
申

告
書
の
作
成
・
提
出
が
で
き
ま
す
。

最
高
3
、
0
0
0
円
の
税
額
控
除

　
平
成
24
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

を
e
‐
T
a
x
を
利
用
し
て
期
限
内

に
行
う
と
、
所
得
税
額
か
ら
最
高
3
、

0
0
0
円
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
控
除
は
1
回
し
か
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

添
付
書
類
の
提
出
を
省
略

　
e
‐
T
a
x
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

確
定
申
告
の
添
付
書
類
の
提
出
・
提
示

を
省
略
で
き
ま
す（
申
告
期
限
か
ら
5

年
間
、
税
務
署
か
ら
書
類
の
提
出
・
提

示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

　
e
‐
T
a
x
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申

告
は
、
処
理
期
間
が
3
週
間
程
度
に
短

縮
さ
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
定
申
告
書
を
作
成

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.nta.

go.jp

）の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
作
成
し
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
た
も
の
を
提
出
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
成
田
税
務
署（
☎
28
‐

5
1
5
1
）ま
た
は
市
民
税
課（
☎

20
‐
1
5
1
3
）へ
。

早
め
の
準
備
で
期
限
内
に

所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
・
県
民
税
の
申
告

①固定資産税（第4期）
②国民健康保険税（第8期）
③後期高齢者医療保険料（第8期）
④介護保険料（第8期）

今 月 の 納 税
納期内の納付にご協力をお願いします

※ くわしくは①資産税課（☎20-1514）、②③保険年金
課（☎20-1526）、④介護保険課（☎20-1545）へ。

納期…2月16日㈯～28日㈭

所得税と市・県民税の申告受付会場
　混雑の状況によっては、時間内でも受け付けを終了す
ることがありますのでご了承ください。下総・大栄支所
での申告は大変混雑しますので、支所以外での申告にご
協力をお願いします。

会場 受付日時

市役所6階中会議室
2月18日㈪～3月15日㈮（土・日曜日を除く。
ただし、2月24日㈰・3月3日㈰は受け付け
ます）午前9時～正午、午後1時～5時

下総支所2階会議室 2月22日㈮・24日㈰・25日㈪、3月11日㈪ 午前9時～正午、午後1時～5時

大栄支所2階会議室 3月1日㈮・3日㈰・4日㈪・12日㈫ 午前9時～正午、午後1時～5時
公津公民館 2月20日㈬ 午前9時～正午、午後1時～3時
保健福祉館 2月21日㈭ 午前9時～正午、午後1時～3時
三里塚コミュニティ
センター 2月27日㈬ 午前9時～正午、午後1時～3時

八生公民館 2月28日㈭ 午前9時～正午、午後1時～3時
豊住公民館 3月6日㈬ 午前9時～正午
中郷公民館 3月7日㈭ 午前9時～正午
久住公民館 3月8日㈮ 午前9時～正午
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○
歩
道
…
幅
1
メ
ー
ト
ル
以
内
、
高
さ

2
・
5
メ
ー
ト
ル
以
上

　
日
よ
け
を
設
置
し
、
道
路
を
占
用
す

る
場
合
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

道
路
管
理
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
5 

1
）へ
。

自
宅
前
の
除
雪
に
ご
協
力
を

雪
の
季
節

　
雪
道
で
は
歩
行
者
の
転
倒
や
車
両
の

ス
リ
ッ
プ
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
雪
が
降
っ
て
い
る
と
き
、

バ
ス
通
り
な
ど
の
幹
線
道
路
と
通
学
路

か
ら
除
雪
作
業
を
進
め
ま
す
の
で
、
集

落
や
住
宅
地
内
の
除
雪
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
雪
が
や
ん
だ
ら
自
宅
前
の

除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
道
路
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
5
1
）へ
。

聞
き
取
れ
な
い
と
き
は

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
へ

防
災
行
政
無
線

　
市
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

避
難
に
関
す
る
情
報
な
ど
の
ほ
か
、
緊

急
を
要
す
る
行
政
情
報
を
防
災
行
政
無

線
で
放
送
し
て
い
ま
す
。
放
送
が
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
り
、
聞
き
逃
し
た
り
し

た
場
合
は
、
防
災
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ

ド
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
＝
1
0
1
2
0
‐
3
8
3
8 

9 

8

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

環
境
を
守
る
た
め
に

適
正
な
処
理
を

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協

議
会
で
は
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
適
正
な
処
理
を
推
進
す
る
た
め
に
、

地
区
ご
と
に
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
回
収
・
処
理
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
同
協
議
会
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル

ム
、
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル

ム
、
肥
料
袋
、
培
土
袋

　
育
苗
箱
・
保
温
マ
ッ
ト
・
あ
ぜ
シ
ー

ト
・
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
は
対
象
外
で

す
。
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
な
ど
で
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課（
☎
20
‐
1 

5

　
4 

1
）、
下
総
支
所
農
産
土
木
課（
☎

96
‐
1
1
1
2
）、
大
栄
支
所
農
産

土
木
課（
☎
73
‐
8
0
6
3
）へ
。

路
面
の
凍
結
に
気
を
付
け
て

ス
リ
ッ
プ
事
故

　
冬
は
路
面
の
凍
結
や
積
雪
に
よ
る
ス

リ
ッ
プ
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
夜
間
や
早
朝
は
、
雪
や
雨
水
が
凍
結

し
て
滑
り
や
す
く
、
特
に
橋
の
上
や
坂

道
、
交
差
点
、
カ
ー
ブ
、
ト
ン
ネ
ル
の

出
入
口
付
近
は
注
意
が
必
要
で
す
。
凍

結
し
た
路
面
で
は
、
急
加
速
、
急
ブ

レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
な
ど
の
操
作
は

ス
リ
ッ
プ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
運
転
す
る
と
き
は
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
締
め
て
、
車
間
距
離
を
十
分
に
取

り
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課（
☎
20
‐

1
5
2
7
）へ
。

道
路
上
空
に

は
み
出
す
場
合
の
制
限

日
よ
け
の
設
置

　
日
よ
け
を
道
路
上
空
に
は
み
出
し
て

設
置
す
る
場
合
は
、
道
路
境
界
か
ら
の

幅
と
路
面
か
ら
の
高
さ
の
制
限
が
あ
り

ま
す
。

○
車
道
…
幅
1
メ
ー
ト
ル
以
内
、
高
さ

4
・
5
メ
ー
ト
ル
以
上

1月16日～31日
市長日誌
16日 印旛地域保健医療協議会成田商工会議所新春賀詞交歓会

18日 成田国際空港周辺農産物輸出協議
会海外輸出環境調査視察（～20日）

23日 新春交通安全祈願式
24日 人権教室＆こども茶論2013in滑河小

27日 遠山地区体育協会設立30周年記念式典
28日 八富成田斎場管理運営連絡協議会

30日
印旛郡市広域市町村圏事務組
合正副管理者会議
まちづくり茶論

31日 千葉県市長会定例会・職員表彰式

※くわしくは環境対策課（☎20-1532）へ。

市内の放射線量測定結果 単位：マイクロシーベルト／時

施設名 測定日 測定の高さ1m 測定の高さ0.5m 測定の高さ0.05m
小中学校（40カ所） 1月9日～2月1日 0.05～0.13 0.05～0.13 0.05～0.13
保育園・幼稚園・認可外
保育施設（35カ所） 1月9日～2月1日 0.05～0.12 0.05～0.12 0.05～0.11

保育園・幼稚園・認可外保育施設
（35カ所）の砂場・ブランコなど 1月9日～2月1日 － 0.06～0.15 0.06～0.23

体育施設（42カ所） 1月4日 ～29日 0.04～0.15 0.04～0.16 0.04～0.16
公園（141カ所） 1月7日～31日 0.04～0.13 0.04～0.13 0.04～0.15
子どもの遊び場（44カ所） 1月4日～30日 0.06～0.15 0.06～0.16 0.05～0.18

市役所（花崎町）
1月21日 0.10 0.10 0.13
1月29日 0.10 0.12 0.12
2月4日 0.10 0.11 0.10

下総支所（猿山）
1月21日 0.11 0.12 0.12
1月29日 0.12 0.13 0.13
2月4日 0.11 0.11 0.12

大栄支所（松子）
1月21日 0.09 0.09 0.09
1月29日 0.08 0.09 0.09
2月4日 0.09 0.09 0.09

大清水大気測定局
（遠山中敷地内）

1月21日 0.10 0.10 0.12
1月29日 0.09 0.09 0.08
2月4日 0.10 0.10 0.10

幡谷大気測定局
（久住体育館隣り）

1月21日 0.11 0.11 0.12
1月29日 0.11 0.10 0.11
2月4日 0.11 0.10 0.11

30
周
年
を
祝
っ
て
あ
い
さ
つ

（
27
日
）
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平
成
25
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険

税
の
税
率
変
更
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要

や
改
正
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
の
経
済
的
な
負
担
を

少
な
く
す
る
た
め
に
、
加
入
者
が
国
保

税
を
出
し
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合
う

制
度
で
す
。

　
国
保
制
度
は
、
加
入
者
が
納
め
る
国

保
税
と
、
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
で
運

営
さ
れ
、
国
保
税
収
入
は
重
要
な
財
源

で
す
。
国
保
税
は
、
基
礎
課
税
分
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金
分

（
40
〜
64
歳
の
人
の
み
対
象
）に
分
か
れ
、

そ
れ
ら
の
合
計
額
が
世
帯
主
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

県
内
一
低
い
課
税
額

　
本
市
の
国
保
税
は
、
県
内
の
市
の
中

で
極
め
て
低
い
税
率
を
維
持
し
て
き
ま

し
た
。
平
成
23
年
度
の
国
保
税
課
税
額

は
、
1
世
帯
当
た
り
13
万
3
、
9
1
8

円（
県
内
市
平
均
17
万
2
、
9
5
2
円
）、

1
人
当
た
り
7
万
3
、
6
2
4
円（
同

9
万
5
、
1
4
8
円
）で
、
県
内
で
は

最
も
低
い
額
で
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況

　
国
保
加
入
者
の
高
齢
化
の
進
展
、
医

療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
医
療

費
は
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
医
療
費

の
増
加
で
国
保
か
ら
の
給
付（
保
険
給

付
費
）は
膨
ら
み
、
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
で
き
る
限
り
国
保
加
入
者
の

負
担
を
抑
制
す
る
た
め
、
市
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
財
源
不
足
を
補

て
ん
し
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
繰
入
金
は
、
平
成
20
年
度

に
10
億
円
を
超
え
、
平
成
23
年
度
に
は

約
12
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
25
年
度
の
推
計
で
は
繰
入
金
が
16
億

円
程
度
に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
一
般
会
計
は
市
税
を
主
な
財
源
と
し

て
い
る
た
め
、
繰
入
額
を
増
や
し
続
け

る
こ
と
は
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
人

へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
。

世
帯
平
均
1
万
円
の
引
き
上
げ

　
市
で
は
、
国
保
事
業
を
健
全
か
つ
安

定
的
に
運
営
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度

か
ら
国
保
税
の
税
率
を
改
正
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
税
率
改
正
で
は
繰
入
金
の
大

幅
な
削
減
に
よ
る
国
保
加
入
世
帯
の
急

激
な
負
担
の
増
加
を
避
け
る
た
め
、
国

保
税
の
課
税
額
で
2
億
円
の
引
き
上
げ

と
し
ま
し
た
。
こ
の
金
額
は
世
帯
平
均

1
万
円
の
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
が
、

実
際
の
各
世
帯
の
影
響
額
に
つ
い
て
は

加
入
者
数
・
年
齢
構
成
・
所
得
金
額
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
税
率
改
正
後
も
、
加
入
者
の
負
担
水

準
が
低
く
維
持
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
費
が
増
加

　
医
療
費
の
う
ち
、
保
険
者（
市
な
ど
）

が
負
担
す
る
保
険
給
付
費
は
、
平
成
23

年
度
に
79
億
6
、
9
0
0
万
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
て
3
億
5
、
2
0
0
万

円（
4
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
）も
増
加
し
ま

し
た
。
今
後
も
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
の
支
援
金
や
介
護
納
付
金
と
合
わ
せ
、

国
保
事
業
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で

医
療
費
を
節
約

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
の

特
許
期
間
を
過
ぎ
た
後
に
、
新
薬
と
同

じ
有
効
成
分
で
作
ら
れ
た
薬
で
す
。
価

格
は
新
薬
の
2
〜
7
割
程
度
で
、
個
人

の
窓
口
負
担
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、

国
保
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
負
担

軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
た

い
場
合
に
は
、
医
師
や
薬
剤
師
な
ど
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課（
☎
20
‐

1
5
2
6
）へ
。

平
成
25
年
度
か
ら
税
率
が
変
更

国
民
健
康
保
険
税

区分 改正前 改正後 課税限度額
（改正なし）

基礎課税分
(医療給付費分）

所得割率＊1 5.40% 5.72%

50万円均等割額＊2 1万6,000円 1万7,500円

平等割額＊3 1万3,000円 1万4,000円

後期高齢者
支援金分

所得割率 1.30% 1.43%
13万円

均等割額 4,000円 5,000円

介護納付金
分

所得割率 1.40% 1.54%
10万円

均等割額 1万3,000円 1万4,000円

合計

所得割率 8.10% 8.69%

73万円均等割額 3万3,000円 3万6,500円

平等割額 1万3,000円 1万4,000円

国民健康保険税の税率改正

＊1　所得割率…所得に対する税率
＊2　均等割額…1人当たりの金額
＊3　平等割額…1世帯当たりの金額

（万円）

（年度）

1人当たりの医療費

23

24

25

26

27

28

平成20 平成21 平成22 平成23

244,389 246,463

261,327
269,513

加入者1人当たりの医療費は平成20～23年度の3年間で約2
万5,000円増加しました。この傾向は今後も続くと考えられます。
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心の健康、
応援します

相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先
市民生活相談（離婚・相続・
相隣関係・金銭貸借など） 月・金曜日  9：00～16：00

市役所2階市民相談室
 ※ 各相談の受け付けは、終了
時間の30分前までです。

市民協働課市民相談室
☎20-1507
※ 裁判所で係争中の事
件は相談できません。
法律相談3月分の予約
は2月27日㈬ 午前8時
30分から受け付けま
す。

法律相談
（予約制・市内在住の人） 水曜日 13：00～16：00

もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談）2月26日㈫・3月26日㈫ 10：00～15：00

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語） 2月22日㈮・3月8日㈮ 13：00～16：00

税務相談 2月19日㈫・3月19日㈫ 10：00～15：00
不動産相談 2月19日㈫・3月19日㈫ 10：00～12：00

市民よろず相談 2月16日㈯・3月16日㈯ 13：00～16：00 保健福祉館
千葉県行政書士会印旛支部
代表 作田義美さん
☎23-3286

税務支援センター（予約制） 2月27日㈬・3月13日㈬ 10：00～15：00 千葉県税理士会成田支部（囲護台1-1-2成田U-シティホテル1階）
千葉県税理士会成田支部
☎36-7411

司法書士法律相談 2月20日㈬・3月21日㈭ 18：00～20：00 保健福祉館
千葉司法書士会佐倉支部
代表 菊地裕文さん
☎28-5562

司法書士による電話相談 月・水曜日 14：00～17：00 電話相談のみ（10120-971-438）
千葉司法書士会
☎043-246-2666

土地家屋調査士登記相談 3月13日㈬ 9：00～12：00 成田法務局
千葉県土地家屋調査士会印旛支部
代表 山﨑秀夫さん
☎043-486-4087

木造住宅耐震相談（予約制）2月24日㈰・3月22日㈮ 9：00～16：00 市役所5階501会議室 建築住宅課 ☎20-1564

消費生活相談 月～金曜日 9：30～16：30 消費生活センター（市役所2階） 消費生活センター
 ☎23-1161

社労士年金相談 水曜日 10：00～15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1547
女性のための相談（予約制）2月28日㈭・3月14日㈭ 10：00～16：00 市役所2階相談室 企画政策課 ☎20-1500
DV相談（予約制） 2月21日㈭・3月21日㈭ 10：00～16：00 市役所2階相談室 企画政策課 ☎20-1500
交通事故相談（予約制） 3月5日㈫ 10：00～15：00 市役所2階相談室 交通防犯課 ☎20-1527

障がい者相談 水曜日・第4日曜日・
祝日を除く毎日  9：00～19：00 保健福祉館 障がい者相談センター

☎27-1106

心配ごと相談
木曜日

10：00～15：00
保健福祉館

社会福祉協議会
☎27-77553月8日㈮ 下総地域福祉センター

3月15日㈮ 保健福祉館大栄分館

酒害相談 3月7日㈭ 9：00～12：00 保健福祉館 社会福祉協議会
☎27-7755

家庭児童相談 月～金曜日  9：00～16：00 市役所2階家庭児童相談室 子育て支援課 ☎20-1538
就学相談（予約制） 月～金曜日  9：00～17：00 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（予約制） 火曜日 9：00～16：00 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（不登校相談も） 月～金曜日 9：00～17：00 ふれあいるーむ21 教育相談室 ☎22-5100

困りごと・悩みごと相談室
一人で悩んでいないで相談してみませんか？
毎日の生活の中で、疑問に思っていること、誰かに相談したいと思っている
ことはありませんか。市などでは、そんなあなたの要望に応え、各種相談を
行います。相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日ごろ感じてい
る疑問や悩みを解消してみてはいかがですか。

※12：00～13：00は相談できません。祝日は相談を実施していません。相談日

9 広報なりた 2013.2.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です広報なりた 2013.2.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



M E S S A G E  B O A R D

初めての人でも分かりやすく

古文書から成田の歴史を学ぶかい
日時＝3月11日㈪ 午後2時～4時
会場＝生涯大学校（囲護台）
講師＝小倉博さん（成田山霊光館学芸員）
定員と参加費＝40人（先着順）・無料
※申し込みは3月8日㈮までに生涯学習
課文化振興室（☎20-1534）へ。

あなたに合った指導で

市民テニス教室
日時＝3月16日㈯ 正午集合
会場＝中台運動公園テニスコート
内容＝初心者・女子・中級者に分かれて
の基礎練習、ゲーム形式練習
対象＝15歳以上の市内在住・在勤・在
学の人・市テニス協会加盟クラブ員
定員と参加費＝30人（先着順）・無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは市テニス協会・青木さん
（☎090-4367-6830）へ。

縦覧できます

選挙人名簿
　平成25年3月2日現在の選挙人名簿に
新たに登録された人の名簿を次の通り縦
覧できます。今回登録される人は、日本
国民で平成5年3月2日までに生まれた
人で、平成24年12月2日までに成田市
に住民記録があり、引き続き3カ月以上
住んでいる人です。
日時と場所＝3月3日㈰～7日㈭ 午前8
時30分～午後5時・選挙管理委員会
事務局（市役所4階）
※くわしくは同事務局（☎22-1111 内
線3152）へ。

安全な生産のために

シイタケ原木の管理
　市内で生産された干しシイタケから国
の基準値を超える放射性物質が検出さ
れ、1月24日に県から出荷自粛要請が
ありました。安全なシイタケを生産する
ためには、放射性物質の影響を受けてい
ない原木を使用することが必要です。
　県では、安全な原木からシイタケが生
産できるように、放射性物質が国の指標
値（50ベクレル/kg）を超える原木の廃
棄をお願いしています。
　また、シイタケの生産・販売を目的と
して新たに原木を購入・譲り受け・自ら
伐採する人は、伐採地・木の種類・本数
などを市農政課へ報告してください。
※くわしくは同課（☎20-1541）へ。

2月28日まで

市立図書館が休館
　市立図書館は、蔵書点検と新しい図書
館システムの導入を行うため、2月28
日㈭まで休館し、3月1日㈮から開館し
ます。市立図書館ホームページも新しく
するため停止中です。
　視聴覚サービスセンターは、月～金曜
日に業務を行っています。
※くわしくは市立図書館（☎27-4646）へ。

国の教育ローンを利用している人へ

教育資金の利子補給
　市では、国の教育ローンの融資を受け
て、高校・大学などに入学する人や在学
している人、その親族に、在学期間中の
利子の半額を補給します。
対象＝金融機関から国の教育ローンの融
資を受けていて、次の2つの条件を満
たす人
○市に1年以上住民記録がある人
○市税を完納している人
利子補給期間＝交付決定された月からの
在学期間（最長7年間・留年した年数
は除く）
申請に必要なもの＝返済予定表・住民
票（世帯全員が記載されたもの）・平成
23年度の市税納税証明書（4月以降の
申請は24年度分）・印鑑・在学または
入学を証明できるもの
※くわしくは教育総務課（☎20-1580）へ。

未来に残したい

成田伝統芸能祭り
日時＝2月24日㈰ 午後1時から（開場は
正午）
会場＝国際文化会館大ホール
内容＝土屋囃

はや

子
し

連・台方麻賀多神社神楽
保存会・北羽鳥香取神社獅子舞保存
会・成田楽笑会・西大須賀神楽保存
会・成田おどり花見保存会による郷土
民俗芸能の上演、成田商工会議所女性
会によるうなりくん音頭の披露
入場料＝無料
※大ホールロビーでは、昔の遊びや大道
芸のコーナーが設けられます。参加を
希望する人は当日直接会場へ。くわし
くは国際文化会館（☎23-1331、月
曜日・祝日の翌日は休館）へ。

八生地区と中郷地区で

生きがいセミナー
八生地区
日時＝3月2日㈯ 午前10時～午後3時
（受け付けは午前9時30分から）
会場＝八生公民館（☎27-1533）
内容＝生活講座、健康ミニ講座、健康体
操、八生地区各老人クラブ活動報告、
サークル発表（詩吟）、手作りみそ汁の
配布など
中郷地区
日時＝3月3日㈰ 午前10時～午後2時
30分（受け付けは午前9時30分から）
会場＝中郷公民館（☎22-4614）
内容＝防犯講座、食に関する健康講座、
健康体操、健康レシピの紹介と試食、
サークル発表（舞踊・マジックなど）
※参加費は無料です。くわしくは各公民
館（月曜日・祝日は休館）へ。

お知らせ

催し物

うなりくん音頭の披露も

マイバッグを使おう
　レジ袋を削減
し、ごみの発生
や環境負荷を減
らすことができ
ます。

ワンポイント アドバイスエコエコ
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命の大切さを学んで保育体験を

児童ふれあい交流事業
会場＝保健福祉館
対象＝小学6年生～高校3年生
定員＝各25人（先着順）
参加費＝無料
申込方法＝2月18日㈪～3月15日㈮に
電話またはFAXで住所・氏名・学年・
電話番号・参加を希望する講座名を子
どもプラザ成田（☎/FAX29-1387）
へ
愛しい命～あなたが生まれてくるまで～
日時＝3月23日㈯ 午前10時～午後1時
内容＝助産師の話やビデオ鑑賞を通して、
命の大切さを学ぶ
小さい子と一緒に遊ぼう！
日時＝3月26日㈫ 午前9時30分～午後
1時
内容＝小さい子との接し方や手遊びなど
を学び、乳幼児と触れ合う
※昼食付きです。くわしくは子どもプラ
ザ成田（☎29-1387）または子育て支
援課（☎20-1538）へ。

第2次受け付け

市内保育園の入所
　4月からの市内保育園入所希望者の第
2次受け付けを行います。
日時＝3月5日㈫ 午前9時～11時30分、
午後1時30分～4時
会場＝市役所6階大会議室
対象＝第1次受け付け（1月13日）以降に
市内に転入した人、都合により申請で
きなかった人
入所基準＝市内在住で、保護者が仕事や
病気などで、乳幼児を保育できない場
合（保護者以外の同居親族などが保育
できる場合を除く）
申請書配布場所＝保育課（市役所2階）、
下総・大栄支所市民福祉課、各保育園
※第1次受け付けで定員に達しなかった
保育園のみの募集となります。5月以
降の入所は、希望する月の前月に保育
課または各保育園で受け付けます。く
わしくは保育課（☎20-1607）へ。

チームワークよく勝ち上がれ

市民グランドバレーボール大会
　大きくて柔らかい、独特な形のボール
を使ったバレーボールの大会です。
日時＝3月9日㈯ 午前9時受け付け開始
会場＝市体育館
種目＝一般の部（中学生以上）、小学生の部
チーム編成＝6人制（女子3人以上）
参加費（1チーム当たり）＝1,000円
※申し込みは3月1日㈮までに市レクリ
エーション協会事務局（生涯スポーツ
課・☎20-1584）へ。

畑仕事を体験して語り合う

食と命の教室
日時＝2月23日㈯ 午前10時～午後5時
（12月まで月1回の開催を予定）
会場＝市内の畑（伊能）
内容＝野菜の種まき・植え付け・収穫な
どを通して食と命について学ぶ。農村
の暮らし、有機農業などについて参加
者同士で語り合う
講師＝高柳功さん（有機農業生産者グ
ループ「おかげさま農場」代表）
受講料＝年間連続コース5万4,000円
（家族2人目以降は3万5,000円）、1
回ごとの参加は各回6,000円（家族2
人目以降は4,000円）。昼食代で別途
500円が掛かります
定員＝各回20人（年間連続コースの人を
優先に先着順）
申込方法＝FAXまたはEメールで住所・
氏名・年齢・電話番号・Eメールアド
レス・参加人数をみんなの農村ネット
ワーク事務局（FAX28-1570 Eメー
ルinfo@minson.jp）へ。同事務局
ホームページ（http://www.minson.
jp/）からも申し込めます
※くわしくは同事務局・片岡さん（☎09 
0-1461-3881）へ。

体を動かして健康に

市体育館のイベント
会場＝市体育館
対象＝16歳以上の人（健康増進フィット
ネス体操は中高年の人）
定員＝各50人（先着順）（健康増進フィッ
トネス体操は30人）
参加費＝市内在住の人250円（学生190
円）、市外在住の人360円（学生270
円）
ヨガ教室
日時＝3月1日㈮・8日㈮・15日㈮・22
日㈮ 午後1時15分～2時30分
持ち物＝ヨガマット・バスタオル・飲み
物
申込開始日時＝2月15日㈮ 午前9時
ピラティス教室
日時＝3月5日㈫・12日㈫・19日㈫・
26日㈫ 午後2時～3時（12日・26日
は午前10時～11時）
持ち物＝バスタオル・スポーツタオル・
腰ひも・ゴムボール（バレーボール
大）・飲み物
申込開始日時＝2月16日㈯ 午前9時
体が喜ぶ優しいエクササイズ
日時＝3月14日㈭・21日㈭ 午前10時
～11時30分
持ち物＝ヨガマット・バスタオル・飲み
物
申込開始日時＝2月18日㈪ 午前9時
健康増進フィットネス体操
日時＝3月7日㈭・14日㈭・21日㈭ 午
後1時30分～3時
内容＝エアロビクス
持ち物＝上履き・バスタオル・飲み物
申込開始日時＝2月19日㈫ 午前9時
※申し込みは市体育館（☎26-7251）へ。

作法を学ぼう

お茶教室
日時＝3月3日㈰ 午前10時～11時20分
会場＝子ども館
内容＝抹茶のたて方、正座・おじぎの仕
方を学ぶ
対象と定員＝小中学生・15人（先着順）
参加費＝100円（お菓子代など）
持ち物＝布巾・ご飯茶わん
※申し込みは子ども館（☎20-6300、月
曜日・第3日曜日・祝日は休館）へ。

募 集

ネット際の攻防
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成田国際高校で

文化施設（ホール）の開放
期間＝4～9月の木・土・日曜日
時間＝午後2時～9時（木曜日は午後6時
から）
対象＝芸術文化の振興を目的とした社会
教育団体
使用料＝無料（冷暖房費は自己負担）
申込期間＝2月20日㈬～27日㈬の午前
9時～午後4時（土・日曜日を除く）
申込方法＝成田国際高校にある申請書に
必要事項を書いて同校へ
※くわしくは月～金曜日の午前9時～午
後4時に同校（☎27-2610）へ。

草花を上手にアレンジ

季節のガーデニング教室
日時＝3月7日㈭ 午前10時～11時30分
会場＝市体育館
内容＝草花の寄せ植えの講義・実演
定員＝15人（先着順）
参加費＝1,000円（材料費・保険料など）
持ち物＝軍手・筆記用具
※申し込みは2月20日㈬午前9時から市
体育館（☎26-7251）へ。

自分で作物を育てる

市民農園の利用者
対象＝市内在住で年間を通じて畑を管理
できる人
場所＝十余三（下図参照）
募集区画＝10区画程度（応募者多数は初
めての人を優先に抽選）
面積＝1区画当たり30㎡
貸付期間＝4月1日～3月31日（更新可）
賃貸料＝年間5,000円
申込方法＝3月1日㈮（当日消印有効）ま
でに、はがき（1世帯1枚）に住所・
氏名（ふりがな）・年齢・電話番号・
「市民農園利用希望」を書いて農政課
（〒286-8585 花崎町760）へ
※くわしくは同課（☎20-1542）へ。

みんなで学ぼう

消費生活モニター
　消費生活に関する講座や施設見学など
に参加し、学んだ情報を市民に広める「消
費生活モニター」を募集します。
応募資格＝市内在住の20～74歳の人
で、月1回の会議などに出席できる人
任期＝4月1日～3月31日
定員＝20人（選考あり）
応募方法＝2月28日㈭までに商工課（市役
所4階）または同課ホームページ（http://
www.city.narita.chiba.jp/sisei/
sosiki/shoko/index.html）にある申
込書に必要事項を書いて直接同課へ（提
出時に簡単な面接を実施）
※くわしくは同課（☎20-1622）へ。

テクニックを実践

デジタル一眼レフカメラ教室
日時＝3月9日㈯・16日㈯・23日㈯・
30日㈯、4月6日㈯（全5回） 午後1時
～3時
会場＝玉造公民館
内容＝視点を変えた構図の作り方などを
学び、撮影実習を行う
対象＝デジタル一眼レフカメラを持って
いて、自分で市内の撮影実習場所に行
ける人
定員＝15人（先着順）
参加費＝無料（プリント代は自己負担）
※申し込みは午前9時～午後5時に玉造
公民館（☎26-3644、月曜日・祝日
は休館）へ。

　「今こそ活
い

かそう！みんなの知恵～くらしの中にちょっとした工夫を～」
をテーマに暮らしのヒントや情報を紹介します。
日時＝2月23日㈯・24日㈰　午前10時～午後4時
会場＝ユアエルム成田店1階センタープラザ
※くわしくは商工課（☎20-1622）へ。

出展団体名 主な内容
千葉県計量検定所・千葉県計量協会
（24日のみ）

100g重さ当てゲーム
パネルの展示

千葉ガス成田支社 ガスなんでも相談
ガス機器などの展示

千葉県エルピーガス協会 印旛支部
成田地区会 パネル・ポスターの展示

生活協同組合ちばコープ 減災についてのコープの取り組み紹介
パネルの展示

関東電気保安協会 千葉事業本部佐
倉事業所

電気安全のPR
省エネ・電気の上手な使い方などの相談

アグリライフなりた 太巻き寿司の実演（1日1回、午前11時30分）
伝承的な食品（農産物加工品の展示）

NPOせっけんの街 廃食油から作ったせっけんプレゼント
パネルの展示

ゴミと暮らしを考える会 EMぼかしの作り方・使い方の展示
着物のリフォーム作品の展示

成田ケーブルテレビ ケーブルテレビの提供サービスの案内
録画方法・コミュニティチャンネルの案内

成田市観光協会 成田の観光PR
なりた環境ネットワーク・環境計画課 環境啓発物資・環境学習冊子・パンフレットの配布

エコ・成田 パネルの展示（省エネ・地球温暖化防止・リサイク
ル3Rの推進）

成田市資源回収協同組合 再生紙で作ったトイレットペーパープレゼント

成田市消費者友の会 マイバッグの作り方・展示
古布から作ったお手玉での遊び

クリーン推進課 分別区分変更のPR

公園緑地課 花の苗（プリムラ・ポリアンサ）の配布
（1日2回、午前11時・午後2時）

消防本部予防課 住宅用火災警報器の設置啓発
防炎製品の紹介

成田市消費生活モニター ごみ減量化・省エネについての展示
エコクイズ

成田市消費生活センター 消費生活センターのPR
啓発用小冊子・マグネットの配布

消 費 生 活 展

至空港

成田
市民農園

至千葉

至久住駅

国道51号

東小学校
文○

至香取

JCスポーツ公園

成田クリーンパーク

十余三トンネル
十余三パークゴルフ場

四本木バス停

東関東自動車道 至大栄 I.C至成田 I.C
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介護保険課で

非常勤職員
　①認定調査員と②介護支援専門員を次
の通り募集します。
応募資格＝①心身ともに健康で、普通自動
車免許を持ち、基本的なパソコン操作が
できる人②介護支援専門員の資格を持
ち、基本的なパソコン操作ができる人
募集人員＝①2人②1人
業務内容＝①要介護認定調査（訪問調査、
調査票の記入など）②介護費用適正化
事務（ケアプラン・帳票の点検など）
勤務期間＝4月1日～3月31日
勤務日時＝週5日（土・日曜日、祝日を
除く）、午前9時～午後5時
時給＝①1,240円②1,310円
応募期限＝3月15日㈮
※くわしくは介護保険課（☎20-1545）へ。

生涯スポーツ課で

非常勤職員
応募資格＝心身ともに健康で、普通自動
車免許を持ち、基本的なパソコン操作
ができる人
募集人員＝1人
業務内容＝市内スポーツ施設・公園など
の屋外での放射線量測定、給食食材の
放射能測定など
勤務期間＝4月1日～3月31日
勤務日時＝週5日（土・日曜日、祝日を
除く）、午前7時30分～午後4時のう
ち7時間
時給＝900円
応募方法＝2月28日㈭（必着）までに写
真を貼った履歴書を直接または郵送で
生涯スポーツ課（市役所5階 〒286-
8585 花崎町760）へ
※3月18日㈪に面接を行います。くわ
しくは同課（☎20-1584）へ。

水道部業務課で

非常勤職員
応募資格＝心身ともに健康な人
募集人員＝1人
業務内容＝パソコンデータ入力、書類整
理など
勤務期間＝4月1日～9月30日
勤務日時＝週3日程度（土・日曜日、祝日
を除く）、午前9時～午後4時
時給＝860円
応募方法＝2月25日㈪（必着）までに写
真を貼った履歴書を直接または郵送で
水道部業務課（〒286-0012 山口29 
3-1）へ
※くわしくは同課（☎22-0269）へ。

緊急雇用創出事業

非常勤職員
応募資格＝現在職に就いていない、基本
的なパソコン操作ができる人
募集人員＝4人
業務内容＝窓口での案内や事務補助など
勤務期間＝4月1日～3月31日
勤務日時＝週5日（土・日曜日、祝日を
除く）、午前8時30分～午後5時
時給＝860円
応募方法＝2月28日㈭（必着）までに写真
を貼った履歴書と雇用保険受給資格者
証の写しを直接または郵送で商工課（市
役所4階 〒286-8585 花崎町760）へ
※配属先の課は採用決定後に通知しま
す。くわしくは同課（☎20-1622）へ。

障がい者福祉課で

非常勤職員
応募資格＝健康で明るく、基本的なパソ
コン操作ができる人
募集人員＝1人
業務内容＝パソコンデータ入力、書類整
理など
勤務期間＝4月1日～3月31日
勤務日時＝週2～3日程度（土・日曜日、
祝日を除く）、午前9時～午後5時
時給＝860円
応募方法＝2月26日㈫（必着）までに写
真を貼った履歴書を直接または郵送
で障がい者福祉課（市役所議会棟1階 
〒286-8585 花崎町760）へ
※くわしくは同課（☎20-1539）へ。

観光プロモーション課で

非常勤職員
応募資格＝心身ともに健康で、基本的な
パソコン操作ができる人
募集人員＝2人
業務内容＝観光イベントの運営補助、着
ぐるみの着用、データ整理など
勤務期間＝4月1日～3月31日
勤務日時＝週5日程度、午前8時30分～
午後4時（時間外、土・日曜日、祝日
勤務あり）
時給＝930円
応募方法＝2月28日㈭（必着）までに写
真を貼った履歴書を直接または郵送
で観光プロモーション課（市役所4階 
〒286-8585 花崎町760）へ
※くわしくは同課（☎20-1540）へ。

気軽に参加しよう

市民パークゴルフ大会
日時＝3月18日㈪ 午前8時15分集合
（雨天中止。午前7時に実施判断）
会場＝久住パークゴルフ場
定員＝100人（先着順）
参加費＝1,000円（昼食代など）
※申し込みは3月8日㈮までに市レクリ
エーション協会事務局（生涯スポーツ
課・☎20-1584）へ。

一緒に活動しませんか

文化団体連絡協議会
　文化団体連絡協議会（文団連）は、市民
文化祭などを通じて市民の文化の向上
や、豊かなまちづくりに役立つ活動を続
けています。文団連では、平成25年度
の新規加盟団体を募集しています。
　希望する人には書類を送付します。平
成25年度新規加盟の締め切りは3月15
日㈮（当日消印有効）です。
※くわしくは生涯学習課文化振興室（☎
20-1534）へ。

じっくりと狙いを定めて

募 集
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保 育 園 開 放 日

H E A L T H  A N D  W E L F A R E

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談
なども受け付けしています。相談は医師などの都合により日程を変更する場合があります。

10120-2
24時間

4-1
い

1
い

3
サービス

0ダイヤル回線からは043-242-9939、
午後7時～10時・年中無休

☎♯8000

ボンベルタ成田店

中台運動公園

こ
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー

日曜祝日診療機関

成田市
医療相談ほっとライン

赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）

急病診療所
　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。

成田病院
　（午前中・押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック
　（午前中・幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院
　（取香・☎32-0711）
ひらの内科
　（日曜日の午前中・ウイング土屋・
　☎23-8070）
大田クリニック
　（日曜日の午前中・ウイング土屋・
　☎23-2100）
なのはなクリニック
　（日曜日の午前中・吉岡・☎49-0533）

専門の医療スタッフが、24時間年中無休、
無料で相談に応じます。

診療
科目 診療日 診療時間

内科
小児科

毎日 午後7時～
午後11時

日曜日・祝日・8月13日～
15日、12月29日～1月3日

午前10時～
午後5時

外科
歯科

日曜日・祝日・8月13日～
15日、12月29日～1月3日

午前10時～
午後5時

※ 来診前に症状を連絡してください。健康保
険証を忘れずに。

●母親学級（予約制）…主に初めて母親に
なる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその
家族が対象

　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●こんにちは赤ちゃん事業…生後4カ月ま
での赤ちゃんが対象
　※ 赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手

帳別冊1）を健康増進課へ送付。
●ポリオの予防接種…ワクチンの接種方法
が、注射による接種に変わりました。保
健福祉館での集団接種は行いません。
問診票と母子手帳を持って、市内の医療
機関で個別に接種してください。

☎27-1116

献血にご協力ください

こども急病電話相談

▼一般健康相談 期日 受付時間 相談を受ける人
歯の健康相談 3月06日㈬ 午後1時30分～2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制）
3月06日㈬

午後1時15分から
精神科医師・保健師（治療中の人は除く）

2月20日㈬ カウンセラー・保健師（治療中の人は除く）
▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
赤ちゃん相談・4カ月 2月25日㈪

午前9時～9時30分
午後1時～1時30分

平成24年10月生まれ
赤ちゃん相談・10カ月 2月22日㈮ 平成24年 4月生まれ
1歳6カ月児健診 3月07日㈭ 平成23年 8月生まれ
2歳児歯科健診 3月14日㈭ 平成22年 8月生まれ
3歳児健診 2月28日㈭ 平成21年 8月生まれ
こころの発達相談（予約制） 3月12日㈫ 午前9時～11時50分 心理発達に心配のある乳幼児

【イオンモール成田】【イオンモール成田】
2月16日㈯・25日㈪ 午前10時～112月16日㈯・25日㈪ 午前10時～11
時45分、午後1時～4時時45分、午後1時～4時
※ 都合により変更になる場合がありま
す。くわしくは千
葉県赤十字血液
センター献血推
進二課（☎047-
457-0711）へ。

　このコーナーの問い合わせは各保育園
へ。長沼・大栄・宗吾・公津の杜保育
園以外は予約が必要です。
＊は一時保育あり（要予約）
時 間＝午前10時～11時（長沼は午前9時
～午後0時15分、大栄は午前9時30
分～午後4時30分、宗吾・公津の杜・
月かげは午前9時～午後3時）

保育園名 電話番号 期　日 保育園名 電話番号 期　日
＊松　崎 26-8282 2/22㈮、3/ 8㈮ ＊三里塚第一 35-0165 2/19㈫、3/ 5㈫
　赤　荻 24-0752 2/15㈮、3/15㈮ ＊三里塚第二 35-0081 2/26㈫、3/12㈫
　橋賀台 28-0676 2/26㈫、3/12㈫ 　長　沼 37-0005

毎日
（土・日曜日、祝日を除く）

　中　台 27-9023 2/20㈬、3/ 6㈬ ＊大　栄 73-3000
＊吾　妻 27-5773 2/27㈬、3/13㈬ ＊宗　吾 26-2472
　新　山 28-2527 2/21㈭、3/ 7㈭ ＊公津の杜 29-6551
　玉　造 26-8889 2/28㈭、3/14㈭ ＊月かげ 96-0531
＊中台第二 29-6676 2/19㈫、3/ 5㈫ ＊成　田 22-0856

一時保育のみ
＊高　岡 96-0042 2/27㈬、3/13㈬ ＊つのぶえ 22-0867
　小御門 96-2362 2/21㈭、3/ 7㈭
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緊急時のみの利用を心掛けて
急病診療所

　急病診療所は、夜間や休日などに急病
になった人が、かかりつけの病院や診療
所で受診するまでの応急処置をするため
の診療所です。
　そのため検査を十分にできるわけでは
なく、薬も原則として1日分しか処方し
ません。なるべくかかりつけの病院や診
療所などで診療時間内に受診してくださ
い。急病診療所を受診するときは、事前
に電話（☎27-1116）で症状を伝えてくだ
さい。健康保険証、子ども医療費助成受
給券、診療費を忘れずに持ってきてくだ
さい。
※電話のかけ間違いに注意してください。
くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

新たな趣味の一つに
シニア教養講座

　高齢者の健康・生きがいづくりを目的
に、受講生を次の通り募集します。
会場＝老人福祉センター（下方）
対象＝市内在住の60歳以上の人
定員＝各10人（先着順）
参加費＝無料（教材費は実費）
手描友禅教室
日時＝3月4日㈪・11日㈪・18日㈪・
25日㈪（全4回） 午後1時30分～3時
30分
川柳教室
日時＝3月5日㈫・8日㈮・12日㈫・15
日㈮・19日㈫・22日㈮（全6回） 午前
9時30分～11時30分
※申し込みは午前9時～午後5時（土曜日
は正午まで）に老人福祉センター（☎
26-0236、日曜日・祝日は休館）へ。

3月31日までに忘れずに
麻しん風しん混合予防接種

　麻しん・風しんは、脳炎や紫
し

斑
はん

病など
の合併症を伴うことがあるため大人に
なってかかると重症になります。
　感染しないためには予防接種が有効で、
ワクチンの接種によって95％以上の人が
免疫を獲得できるといわれています。1歳
になったら、麻しん・風しんにかかる可能
性が高くなるので、なるべく早く予防接種
を受けるようにしましょう。
　麻しん風しん混合予防接種は、効果を
高めるため、平成18年から2回受ける
ようになりました。そのため、接種を1
回しか受けていない中学1年生に当たる
年齢の人、高校3年生に当たる年齢の人
は、3月31日㈰までは無料で2回目の接
種が受けられます。期限内に忘れずに受
けましょう。
対象年齢（各期1回）
○1期…1歳以上2歳未満
○2期…小学校就学前年度
○3期…中学1年生に当たる年齢
○4期…高校3年生に当たる年齢
接種期限＝2・3・4期は3月31日㈰
問診票を送付しています
　問診票は1・2期については生後2カ
月になる月に、3・4期については平成
24年4月に送付しています。転入した
人などで問診票を持っていない場合は、
母子健康手帳を持って健康増進課に来て
ください。
※くわしくは同課（☎27-1111）へ。

認知症を正しく理解する
介護予防啓発普及講演会

日時＝3月2日㈯ 午後1時30分～3時
（開場は午後1時15分）
会場＝保健福祉館多目的ホール
内容＝「今からでもまだ間に合う!～今日
から始める認知症予防～」をテーマに、
認知症を正しく理解するとともにすぐ
に取り組める予防方法を学ぶ
講師＝宇

う

良
ら

千秋さん（東京都健康長寿医
療センター研究員）
対象＝市内在住の人
定員と参加費＝100人（先着順）・無料
※申し込みは2月25日㈪までに高齢者
福祉課（☎20-1537）へ。

一人親家庭などに支給
児童扶養手当

　次に当てはまる児童（18歳になった日
以降の3月31日まで）を監護している父
または母、父母に代わって養育している
人に児童扶養手当が支給されます（所得
制限を超えている場合や公的年金の受給
資格がある場合など、手当を受けられな
い場合もあります）。
対象＝父母が離婚した児童、父または母
が死亡・生死不明の児童、父または母
が重度の障がい（国民年金の障害1級
程度）の状態にある児童、母が未婚の
児童など
※くわしくは子育て支援課（☎20-153 
8）へ。

専門医がアドバイス
もの忘れ相談

　最近、もの忘れが多いなど気になる症
状があり、認知症ではないかと悩んでい
る人は、気軽に相談してください。
日時＝3月15日㈮ 午後1時30分～4時
15分
会場＝福祉部相談室（市役所議会棟1階）
内容＝専門医（精神科医や神経内科医）に
よる個別相談、家庭訪問（希望者のみ）、
福祉サービスに関する情報提供など
対象＝もの忘れが気になる人、認知症の
人やその家族など
※相談は無料です。申し込みは高齢者福
祉課（☎20-1537）へ。

アレルギー・アトピーを克服
市民公開講座

日時＝3月3日㈰ 午後1時～3時30分
（開場は正午）
会場＝保健福祉館多目的ホール
テーマ＝アレルギー・アトピーの克服に
向けて～知っておきたい正しい対応～
講師＝鈴木修一さん（下志津病院小児科
医長）、田辺恵美子さん（千葉中央皮膚
科院長）
定員＝200人（先着順）
参加費＝無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは日本アレルギー協会千葉ブ
ロック東部地区市民公開講座事務局・
宮内さん（☎0479-63-8111）へ。

福祉と健康
H E A L T H  A N D  W E L F A R E
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はに

輪
わ

の数々が目に留まります。馬や鳥や魚などの中に、全国で1
つしかないといわれる貴重な埴輪も。それはムササビ型埴輪で、手足を広
げて滑空しているムササビの姿を表現したもので、愛

あい

嬌
きょう

たっぷりの表情が
見る人の心を和ませてくれます。3月10日まで企画展が開催中のこの機会
に、ぜひ訪れてみてはいかがでしょうか。

集編 後 記

　

そ
の
む
か
し
、
坂
田
ヶ
池
に
は
、
雄
の
大
蛇
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
大
蛇
は
、
毎
年
毎

年
、
梅
雨
ど
き
に
な
る
と
、
こ
こ
か
ら
4
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
長
沼
に
住
む
雌
の
大
蛇
に
会
い
に

行
き
ま
し
た
。
大
蛇
の
通
り
道
に
あ
た
る
土
手
は
、
こ
の
た
め
に
何
度
丈
夫
に
築
い
て
も
、
崩

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
年
も
、
ま
た
土
手
が
切
れ
、
水
が
ど
ん
ど
ん
流
れ
始
め
ま
し
た
。
村
人
た
ち
は
、
子
ど

も
か
ら
年
寄
り
ま
で
働
け
る
者
全
員
で
、
土
手
直
し
の
工
事
に
か
か
り
ま
し
た
。

「
お
い
、
そ
こ
へ
も
う
少
し
土
を
入
れ
ろ
」

「
こ
っ
ち
の
人
手
が
足
り
な
い
ぞ
ー
。
2
、
3
人
手
伝
い
に
来
て
く
れ
ー
」

で
も
、
ど
う
し
て
も
土
手
は
直
り
ま
せ
ん
。
村
人
た
ち
は
、
疲
れ
き
っ
て
工
事
を
す
る
気
力
も

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
へ
、
子
ど
も
を
背
負
っ
た
見
知
ら
ぬ
女
の
人
が
通
り
か
か
り
、

「
こ
の
土
手
は
、
人
柱
を
立
て
ね
ば
だ
め
だ
。
何
度
や
っ
て
も
崩
れ
る
よ
。」

と
告
げ
、

「
お
ら
あ
、
ゆ
ん
べ
、
夢
を
見
た
ん
だ
。
そ
し
た
ら
、
夢
の
中
に
こ
の
池
の
神
さ
ま
が
出
て
き

て
、
人
柱
が
必
要
で
、
お
ら
に
な
れ
っ
て
い
っ
て
た
ん
だ
。」

と
い
い
ま
す
。

　

村
人
た
ち
は
、
言
わ
れ
る
ま
ま
に
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
女
の
人
を
土
手
の
下
に
埋
め
ま
し

た
。
背
中
の
子
ど
も
は
泣
き
も
し
な
い
で
、
埋
も
れ
る
ま
で
梅
を
か
じ
り
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
す
る
と
、
今
ま
で
い
く
ら
積
ん
で
も
流
れ
て
し
ま
っ
た
土
が
ど
ん
ど
ん
積
も
っ
て
、
見

る
間
に
土
手
は
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
は
け
っ
し
て
崩
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
の
年
に
な
る
と
、
人
柱
を
立
て
た
と
こ
ろ
か
ら
、
1
本
の
梅
の
木
が
生
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
木
は
成
長
し
て
や
が
て
花
を
咲
か
せ
、
実
を
な
ら
せ
ま
し
た
。

　

村
人
た
ち
は
、
こ
の
実
を
見
て
、

「
あ
の
と
き
女
の
背
負
っ
て
い
た
子
ど
も
が
、
梅
を
か
じ
っ
て
い
た
、
き
っ
と
そ
の
梅
か
ら
芽

が
出
て
こ
の
梅
の
木
に
な
っ
た
の
に
違
い
な
い
ぞ
。」

「
そ
う
い
え
ば
、
あ
れ
か
ら
一
度
も
土
手
は
崩
れ
な
い
な
あ
。」

「
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。」

　

こ
の
梅
は
、
誰
言
う
こ
と
な
く
、
い
つ
の
ま
に
か
〝
片
歯
の
梅
〞
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

だ
い
じ
に
守
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

片
歯
の
梅

第9回

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
昔
か
ら
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
成
田
の
昔
話
や

伝
説
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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